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Ⅰ．研究概要 

本研究では、足底腱膜および足内在筋の一つである短趾屈筋の硬さを、超音波エラストグ

ラフィーを用いて評価し、座位および片脚立位という異なる荷重条件下における windlass 機

能への寄与を明らかにしました。特に立位では、短趾屈筋の硬さが座位の 6 倍に達しており

（下グラフ参照）、荷重下における内在筋の役割が顕著である点が興味深い結果となりました。

本研究の知見は、内側縦アーチの保持や足部機能の向上を目的としたトレーニング指導にお

いて有用であると考えられます。 

 

【用語説明】 

（＊１）windlass 機能：足趾の背屈に伴い足底腱膜が張力を受け、内側縦アーチが挙上する機構。 

（＊２）内側縦アーチ（MLA）：足の内側に位置する縦方向のアーチ構造。衝撃吸収等に関与。 

（＊３）超音波エラストグラフィー：組織の硬さ（弾性）を超音波で可視化・数値化する技術。 

（＊４）短趾屈筋（Flexor digitorum brevis, FDB）：足内在筋の一つで、足指の屈曲とアー

チ支持に関与。 

 



Ⅱ．この研究のポイント 

ポイント① 

組織の硬さを計る 

右図は超音波エコーを使用し、さらに色で組織の

硬さを示しています。足底腱膜（PF）と、短趾屈

筋（FDB）の硬さを比較することができます。 

 

 

ポイント② 

足のゆびの角度を変化させる器具の作成 

右図のように足の指の角度を変化させ、なおかつ、足の

裏に超音波エコーを当てることができる器具を作成し

ました。 

 

Ⅲ．今後の展開 

今後は、歩行などの動的な活動中における筋硬度の変化を評価することで、windlass 機能

に関与する内在筋の実態を明らかにし、トレーニング介入の有効性を検証する必要がありま

す。特に、荷重下でのトレーニングが内側縦アーチの支持に及ぼす効果に着目し、臨床への

応用につなげていきたいと考えています。 
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